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1．はじめに
　身体運動には，行動を規制する大脳の意識過程を経ないで行なわれる反射運
動や，本能運動のようなものもあるが，体育運動についていえば，一般的に情
緒的緊張と，意志的努力が伴うものとされている。特にスポーツは，優劣を明
らかにし，勝敗を競うものであるから，一層強い意志の発現と感情の変化が見
られる。勝利や目標達成には，よろこびと快感がともない，敗北，失敗には失
望，恐怖，劣等感などがともなう。よろこび，快感を得，失望，恐怖からのが
れるために，強い意志的努力がなされるのである。
　体育運動の学習において，意志の訓練の可能性が述べられ，目標達成のため
に強い意志の訓練の必要性が叫ばれるのは，現代が強い意志を持つ人間の形成
を要求し，体育運動にそれを期待するからに外ならない。
　第2次世界大戦後，わが国の体育，特に学校体育が，学習者の興味を中心と
して考えられ，意志的訓練を忘却していたという批判は，体育者として極めて
耳の痛いところである。折角，意志的訓練に最適の場を提供してくれるスポー
ツを体育学習の主要教材としておき乍ら，その効果を得るための努力を怠った
ことは，大いに反省しなければならない。しかし，意志の訓練といっても，体
育運動の学習を，戦前の学校体操の如き無味乾燥な運動と，苦しい団体訓練に
終始することを考えるわけではない。自らの意志で興味を追求し，科学的裏付
けを持った勝利と完遂への努力の中に，喜びを見出す訓練こそ，現代体育の学
習であると考えるべきである。
　東京オリンピックの選手強化対策を契機として，根性づくりが強調されるよ
うになったが，根性づくりとは計画的な意志の訓練に外ならない。そこで，体
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育運動における意志的訓練としての「根性」について考えをまとめ，体育運動
による入間形成の本質と在り方の参考としたい。
1．根性とは
　辞書によると，　「根」とは，物事の本，性情，精力，根気，気力，精魂等の
意味があり，「性」は，たち，たましい，生れつき，人の天賦等を意味すると
ある。そして「根性」は，こころだて，こころね，しょうね，人の生れつきの
気性等とあって，今日スポーツ界で用いられている意味とは，やや違ってい
る。ただ漢和辞典では，　「気力の本を根といい，善悪の習慣を性という」とあ
り，言海では，「事を行なうに，久しく堪え忍ぶ精神の力」とあって，根気，
不擁不屈の精神，敢闘精神等を意味するスポーツでの根性に近い意味を示して
いる。従来の用例では，根性くさりとか，根性悪，根性を入れ換える，どろぼ
う根性等悪い意味に多く用いられていたようで，今日の如き意味に主として用
いられるようになったのは，最近と考えてよいであろう．
　東京オリンピックにおける選手強化対策としての「根性づくり」は，日紡貝
塚の女子バレーボールチームの大松監督の訓練ぶりや，レスリング代表チーム
の八田会長の指導等が代表されるものであるが，それではこれらの人々は「根
性」をどのように考えていたであろうか。
　八田一朗著「剃るぞ」によって氏の根性論を見ると，次のような言葉がみら
れる。　「慢心が一番の強敵」，「スポーツと名づけられるものは，どんなもので
も，攻めることが大切だ。逃げるような気持になっては成功しない」，「俺は強
くなりたいんだという気持が必要」，「逆境に負けない，苦境にあっても平気な
顔をすること」，「スポーツだって，勝とうと思うなら戦争と同じだ。どんなコ
ンディションにも耐え，最大の力が出せなくては勝てまい」，「心というもの
は，なんの形もないものだ。人間なんでもつくろうと思えば，草や木だってつ
くることができる。ただ，つくろうと思わなくてはできっこない。試合に勝つ
ために必要なのは，心の持ち方だ」，「バッタリ8分に実力2分」等がそれであ
る。そして「スポーツ選手は荒っぽい筋肉労働者なんだ。土方なんだ。そう思
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ってきたえなければ勝てるものか」，「アメリカの選手は体力的エネルギーの上
に精神的エネルギーを持った負けじ魂のある国民だ」，「スポーツで勝つにはス
パルタ教育が必要だ」，「禁酒禁煙は意志力の養成に役立つ」，「根性はつみ重ね
られた技術と自信が裏附けにならていなければならぬ」等の言からは，根性の
裏附けに鍛えられた体力と技術が必要であり，そして根性の養成にはスパルタ
教育的な意志の訓練が必要と考えていることが知られる。
　また，オリンピ・ックで優勝した女子バレーボールの主将河西昌枝氏は，その
著「バレーにかけた青春」の中で，　「強いチームワークは，団結，理解，練習
などによって生まれることはいうまでもないことですが，その基本になるもの
は信頼だと思います。」と言っている。このことから，大松監督が信頼を基と
した苛酷とも思われるトレーニングによってチーム作りをし，全選手に根性を
植えつけたことがしられる。
　団体優勝した男子体操の小野主将も，その著「負けじ魂」で，「やらねばと
いう気力」，「石にかじりついても」，「苦しさに耐える楽しさ」，「伝統を守る」
「野蛮さ」等についてのべ，根性が伝統に支えられた力であり，お上品な言葉
や態度からは得られない厳しいものであることを述べている。
　以上のことからも，「根性」とは本来人の天賦の性情とか精魂とかいう意味
を持つものであったが，現代スポーツで言う「根性」は”敢闘精神”，”負けじ
魂”，”不擁不屈の精神”，”勝利への執念”というような意味に用いられるよう
になったことを知るのである。
3．　スポーツと根性
　スポーツ選手が持つべき心理的特性として，果断，勇気，積極性，精神の集
中力，闘志，敢闘精神，負けじ魂，不倒不屈，忍耐力，持久力，粘り強さ，自
制品，克己心，勤勉，協調心，相互援助，同志愛などがあげられる。これらは
いずれも，いわゆる根性のそれぞれの一面をとり出したものといえる。
　スポーツにおいて，根性のあるなしをどのように区別しているかを，例を挙
げてみると，練習の時はよい記録を出したり，よいプレーが見られるが，試合
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では実力を発揮できない場合に，根性のない選手といい，試合中，不利な条件
におかれても，競技を放棄せず，最後まで頑張りとおす選手を根性があるとす
る。そして強い闘志をもって練習したり，競技したりして，あくまで自己の目
標を達成しようとするねばりのあることが，根性の条件となる。
　松田岩男氏等が，国際競技の経験のあるスポーツ種目のコーチを対象とし
て，どんな選手が根性の南る選手であると考えるかを調査したところ，これら
のコーチによって，根性のある選手とされたのは，次のような選手であった。
（1）勝つためには，どんな苦しさや困難にも耐え，それを克服する努力をす
　る。むしろ苦しさに耐えることに，喜びや満足を感じている選手。
（2）一つのことに打込む行動傾向を持ち，それが日常生活にも，練習にも示
　され，他の人よりも少しでも多く練習しようとする態度を持ち，自己の行動
　に対して，きわめて厳しい態度を持っている選手。
（3）苦しい練習に耐え，それを実行したことから，強い自己信頼感や自信を
　身につけ，それが信念にまでなっているような選手。
（4）現状に満足せず，常になにかをやってやろうとする強い意欲を持ちプそ
　の実現のために努力する。いわゆる欲のある選手である。したがって，自分
　のからだに合った練習法をエ夫し，日常生活でもそれを実践したりしてい
　る。
　これらのことから，スポーツ選手に求められている根性は，「高い目標をも
ち，その目標の達成のために，心身の働きを統合し，しかもそれを持続する強
い意志である」と考えられ，目標達成のために，すべての困難や障害を克服す
る目標遂行の傾向性であるといえるであろう。
　結局，「根性」は，よい意味で使われる場合でも，悪い意味の場合でも，そ
れに徹しきることが望まれるのであって，態度や行動に終始一貫したものがな
ければならない。したがって，’試合の時にだけいかなる悪条件にも負けず，敢
斗したというだけでは，根性のある選手とはいえない。試合以外の，日常生
活，練習も通して，すべての態度や行動が，目標のもとに統一されて，一貫性
を持つ選手でなければならない。具体的な目標としては，記録をつくったりの
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ばしたりすること，自己の技能を高あること，試合で勝つことなどさまざまで
あるが，これらの目標を達成することを妨げるような，自己の欲望に打ちか
ち，困難や苦しみを克服して，目標達成に必要なすべてのことがらをやりぬ
く，実践的な態度をもった選手が，根性のある選手なのである。
　このような激しい持続的な行動のエネルギーの源泉となる目標は，その選手
にとって，大きな価値があり「生きがい」とか，「自己に課された社会的使命」
として受け取られているものでなければならない。本明寛氏は，根性を心の装
置であるとし，その働きを集中性や方向性によると述べているが，このような
高い目標を中心にした行動体系の基礎となる心の装置をつくることが，根性養
『成の問題であり，根性づくりである。このような根性は，スポーツだけでなく，
心の装置として普遍性をもつときに，より高い意義と価値をもつものである。
4．体育運動と心理的トレーニング
　藤田・山本訳による，プー二の「実践スポーツ心理」によると，意志につい
て次の如く述べている。
　意志とは，人間の頭の中における自然と社会生活の諸現象を反映した，活動
的な測面であると考えることができる。すなわち，意志の内容となるものは，
知的活動と人間の感情的プロセスに反映する現実の事物なり現象である。また
意志は，人間の知的過程と感情に，活動的な性格を付与するものである。この
ことは，同時に知的な活動なり，人間の心的体験と，無関係な意志は存在しな
いということを意味する。
　従って意志は，人間の精神活動の積極的側面として，
〈1）　人間が，自然と社会生活の法則を認識する過程において，
（2）　人類が，蓄積した知識を実践活動に用いる場合において，
〈3）　既に認識した「自然と社会生活」の客観的な法則を基礎とし，人間が現
　実を創意的に改造しようとする場合に，あらわれる。
　これは，（1）人間が，自己を認識すること，（2）学習と教育の過程の中で，
自分自身を完成したり，改造すること，（3）人間が労働や他の活動領域，環境
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の事物と現象，他人と自分自身などに，一定の態度を形成することとつながる
ものである。
　このように，もっとも一般的にいえることは，意志一般の育成と，特にスポ
ーツマンとしての意志づくりは，現実活動なり，必要な諸能力の開発によっ
て，活動や道義感を実際に発揮するための技能を磨くことによって，なされな
ければならない。
　意志は，理性と道義感の活動的な側面として，人間の前に設けられた目標，
または人間自身が設ける目標の達成を志向する随意な動作の中に現われる。随
意な動作とは意識的な動作である。しかし，意志は，どの動作にもあらわれる
ものではない。意志があらわれるのは，その到達に多かれ少なかれ人間の身体
的努力や，いわゆる「意志的努力」を必要とする困難と障害の克服とに密接な
関係のある動作に限られるのである。このような動作を意志的動作といい，随
意運動という広い概念からきりはなして考える立場がとられるようになってい
る。
　スポーツ活動は，単に身体的能力を誇示したり，競い合ったりするだけでな
く，身体の潜在的能力の完全な開発とともに，精神的鍛錬をも得られることが
期待されている。事実，スポーツにおける満足すべき活動は，身体的にも，精
神的にも，最善の努力をつくしたときに遂行できることは，スポーツマンの誰
でもが認めるところである。スポーツ活動を，体力，技術，精神力の3つの面
から考えるならば，その大部分は精神力によるものとすら考えられている。極
言すれば，いかなる体力と技術の持ち主でも，本人にやる気がなければ，何の
活動もできないのである。スポーツにおける心理面のトレーニングを適切に行
なうことによって，体力や技術の苦しいトレーニングにも耐えることができ
る。ところが従来から，心理面の強化の必要は痛感され，しばしばその必要性
が強調されているにもかかわらず，指導者の多くは，必らずしも選手の心理的
トレーニングということの本当の意義を知らないのではなかろうか。少くと
も，計画的にトレーニングの一環として組みこんでいる例は多くない。ひたす
ら叱陀激励するのみだったり，肉体的に負荷を充分かければ自然に精神力も養
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成されると考えたりする傾向があった。最近諸外国の研究も数多く紹介され，
国内での方法論の交流も行なわれてきたが，今日なお，その面で具体的な方策
は未完熟の段階である。コーチ，心理学者の協力によって，実証的知見を積み
重ねて行くべき分野であるといえよう。
5．　指導者の心得
　指導者は，選手と精神的結びつきを強め，信頼される存在でなくてはならな
い。指導者のあり方としては，専制的指導型，相談型，保護型，放任型など，
さまざまのタイプがある。また，競技に関してのみ指導するものもあれば，生
活全般にわたって監督指導するものもある。一貫した理論を持ち，安定した方
針で臨む者もあり，その時々の流行に敏感な者もある。それぞれ，自分が関与
している種目と，鍛えるべき選手の特性と，自己のもち味，そして置かれてい
る社会の条件などの関係で最善の方策を作り出すべきであろづ。しかしわが国
の社会通念からして，指導者が特定技術だけの指導をし，他のことには一切か
まわないというわけにはいかないであろう。反面，選手の全人格，全生活を拘
束するような，専制支配型の指導者も望ましくない。
　心理面のトレーナーとしての指導者の心得を二三挙げてみると，
（1）　指導者は，意志的教育の組織者としての自覚と誇りを持ち，その具体的
　方法を關発すべく努力する。いろいろな心理的対策を講じても，指導者自身
　が積極的でなければ，選手はついてこない。
（2）　不必要に厳格・高圧的であってはならない。甘すぎたり，無定見も，も
　ちろん避けなければならない。
（3）　あらゆる問題について，選手とよく話し合い，情報や知識を提供し，示
　唆を与えるか，選手自身の自発性・自律性を十分残すようにする。あまり面
　倒を見すぎる指導者は選手の自発性をそこない，困難を自分で解決できなく
　するおそれがある。
（4）　指導者自身が規律を守り，遅刻・怠惰・不規則や，暴飲暴食などの悪癖
　から，身を守らなければならない。
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（5）なによりも，目標追求に対して真剣でなければならない。
　スポーツの心理面でのトレーニングがいかにあるべきかは，複雑な問題であ
るが，スポーツはそれ自体が目的ではない。スポーツを通して，よりよい人生
を作りあげることを目的とすべきであるから，かたよった非協調的な闘争心の
強化を目指すことはできない。また，目前の勝利にばかりを気にかけず，人間
性全般の陶治としての，全人的トレーニングが最終課題であるべきだ。その意
味で，強い意志と，決断に富んだ平常心の酒養が，スポーツにおける心理面の
トレーニングの目標であるといえよう。
6．おわりに
　43年r1月，日本はグルノーブルに冬季オリンピック史上，最大の選手団を送
った寮，1人の入賞者も出さず，最低の成績に終った。惨敗の原因について
は，色々言われているが，結局は体力・気力の差であるという。戦前わが国ス
ポーツ界が，極東の一小国であり乍ら，オリンピック等で数々の優秀な成績を
挙げた時も，体力の差は歴然としていた。そうすれば現在のわが国スポーツ界
の不振は，気力の差からということになる。戦後の日本人の気力が，そこまで
低下しているとは考えたくないが，グルノーブルから帰国したあるスキー連盟
の役員が，「日本の選手は，条件とか環境にあまり左右されすぎる。外国勢は，
どんな条件下であっても，それを克服しようと努力している。だから試合では
いつもベストの力を出せるのだ。その点日本選手は甘すぎる。もっと自分を苦
しめなければダメだ。」と語っていた。
　スポーツが，根性養成だけで解決するものではないが，あまりにも科学的，
合理的という考えにふり廻された，最近のわが国スポーツ界の，これからの指
針として再検討される必要があろう。
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